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情 報 サ ロ ン

東京事務所農産物流通対策グループ

大田市場で「第11回 旬の食材提案会～トマト祭り～」が開催されました

４月１４日、大田市場２階大ホールにて、東京青果株式会社主催による「旬の食材

提案会」が開催されました。今回は旬の時期を迎えた春トマトをテーマにして、同社

が取り扱うトマト商品９３点が展示されました。このうち愛知県から大玉トマト３点、

ファーストトマト２点、ミニトマト５点、中玉トマト１点、フルーツトマト３点、イ

タリアントマト１点およびマイクロミニトマト１点の合計１６点が出展されました。

仲卸、小売、量販店、外食、納入業者等の実需者は９時３０分の開始を待ちかねたか

のように多数入場し、産地名を確認

しながら商品ごとに用意されたサン

プルの試食を行い、品種や産地によ

る味の違いを比較していました。産

地関係者への質問が飛び交う場面も

多くみられ、なかには商品が気に入

り商談にすすむケースもありました。

愛知県産トマトの評判はというと、

糖度が高く酸味とのバランスがとれ

たフルーツトマト（ルネッサンス、

ファースト）の食味を絶賛する声が 会場の全景（手前は愛知県産トマトのブース）

多く聞かれました。また、レギュラ

－のファーストトマト、ミニトマト

なども食味が良いと好評でした。

会場ではイタリア料理店シェフに

よるイタリアントマトを使った料理、

デザートの紹介ならびに試食もおこ

なわれ、トマトの食べ方の提案もさ

れました。

実需者に対してトマト産地を直接

知ってもらう機会として今後の継続

的発展が期待されます。

イタリアントマトを使った料理



日本初！単為結果性とげなしナス新品種「試交０５－３」の開発 

 
農業総合試験場 

 
農業総合試験場園芸研究部野菜グループでは、（独）農業・食品産業技術総合研究機構野 

菜茶業研究所（以下野茶研）と共同で、単為結果性ととげなし性を併せ持ち、促成栽培に
適したナス新品種「試交０５－３」を開発しました。 
 
■研究の背景と目的 

本県は「冬春なす」を主力作型とする全国６位のナス産地です。栽培期間が長期にわた
るこの作型では、受粉作業の手間やへたのとげを気にしながらの作業が課題となっており、
産地競争の激化や漬物需要の減少により一層の経営努力を強いられている生産者からは、
作業の快適化と省力化に向けた技術開発が求められていました。そこで、農総試では 2003
年にとげのない「とげなし紺美」を開発し、さらに受粉作業をしなくても果実が肥大する
品種の育成に取り組んできました。 
 

■育成経過 

「試交０５－３」は、2002 年から７年かけて開発しました。 
まず、とげなし性を有する「とげなし紺美」の親系統、単為結果性を有する品種‘Talina’、 

野茶研育成の‘AE-P08’を素材として、親世代となる系統を作出、選抜しました。次に、そ
れらを交配して得られた３系統について、農家の協力により現地での適応性を調査し、最
も果実品質の優れた１系統を選抜しました。 
2007 年、この系統の現地拡大試験を実施した結果、優良な品種特性が確認できましたの

で、2008 年 11 月 10 日に品種登録申請しました。 
 
■「試交０５－３」の特徴 

「試交０５－３」は、高温期の一部を除き受粉作業 
をしなくても果実は正常に肥大します。また、へた・ 
果梗・茎および葉のいずれの部位にも、とげの発生が 
ありません。果形はボリューム感のある楕円形で、果 
実の揃いが良好です。果皮色はやや淡いですが、光沢 
が良く日焼け果の発生もほとんどありません。栽培期 
間を通して曲がり果や電球果の発生が少なく、高い秀 
品率を示します。 
 
■普及目標 

県内の産地では、「試交０５－３」への関心が高まっています。農総試では関係機関と連
携して、2013 年には県内で 30ha の作付けがなされるよう、普及に取り組んでいます。 

受粉作業が不要でとげのない「試交０５－３」 



 東 日 本 情 報  

                   東京事務所行政課農産物流通対策グループ 
 

ベジタブル＆フルーツマイスター協会「愛知産のトマト」ワークショップ 

 

ベジタブル＆フルーツマイスター協会（以下、協会）が、ジュニア・マイスター以上

の資格を持つ会員（通称：野菜ソムリエ）を対象に、「愛知県産のトマト」をテーマに

したワークショップを、平成２１年４月１３日に渋谷区道玄坂の協会本部で開催しまし

た。 

協会は、東京本部を始め、大阪、名古屋、札幌、仙台、福岡に支社を持ち、日本全国

で２万人以上の方が「野菜ソムリエ」として各種イベントや教室等で活躍されています。 

「野菜ソムリエ」には、ジュニア・マイスター、マイスター、シニア・マイスターの

段階があり、資質向上や連携強化を目的に、東京本部では月に１０回程度、座学や食べ

比べなどを行うワークショップ、料理教室などを開催しています。（各講座３０名程度） 

今回は、昨年１１月に東京で行ったトップセールス「旬菜・旬花 まるごと「あいち」

大交流会」で司会を務めていただいた、マイスターでありフリーアナウンサーの香月り

さ氏の提案で実現し、当グループとＪＡあいち経済連東京営業所が講師を担当しました。 

 

１ 紹介品目 

 京浜市場に出荷されている本県産のトマトを１３種類揃えました。 

 

丸トマト 

ミニトマト ＪＡひまわり 

ロッソトマト 

イエロートマト 

イタリアントマト 

トマト麗 

ファーストトマト麗 

イエローミニトマト 

ミニトマト麗 

ＪＡ豊橋 

イエローミニトマト麗 

ファーストトマト 

ミディトマト ＪＡ愛知みなみ 

ミニトマト 

 

２ ワークショップ 

 参加者はジュニア・マイスターを中心に２６名。平日の１９時から２１時の開催時間

（会費制）にも関わらず、募集告知後すぐに満員御礼となり、キャンセル待ちもでるほ

どの人気講座となりました。みなさんそれぞれの仕事を終えた後に参加されていますが、

開始３０分前から次々に集まり始め、意気込みが感じられました。 



初めに、仕掛け人の香月マイスターから講

師の紹介があり、メインテーマの「愛知県産

トマト」に入る前に、当グループから愛知県

農業のＰＲを行いました。 

 やはり、「愛知県＝工業県」のイメージが

強かったようで、「農業産出額が全国第５位」、

「キャベツ、トマト、大葉、ふき、ぎんなん、

冬瓜、いちじく、ハウスミカンなど、多くの

作物を年間通じて生産」、「花きは昭和３７

年から出荷額全国第１位」などと説明すると、

「知らなかった」との声が聞こえました。 

 次に、ＪＡあいち経済連東京営業所から「愛

知産トマト」について、種類ごとに品種や特徴、

写真によるトマトほ場の説明や、よい品物を出

荷するための産地の取り組み（選果基準や出荷

検査の方法）などを説明したあと、参加者お待

ちかねの食べ比べです。 

全てのテーブルに糖度計を用意しましたが、

数値を計る前に、自らの味覚で５段階評価。（自

分にとってちょうど良い＝５点、以下減点して

いく）その後、参加者が交代しながら糖度測定

です。美味しいトマトと糖度が高いトマトが一

致しない場合もあり、甘みだけでなく酸味との

バランスが必要との認識を持っていただきまし

た。イタリアントマトは、生食と加熱したもの

を食べ比べ、味の違いも体感。イエロートマト

の味も申し分なく、「黄色いトマトへの偏見が

無くなった。」、「この味なら購入できる」と

好評でした。 

 

３ ふきご飯の試食 

 ワークショップの最後には、ＪＡあいち経済連が「ふきご飯」の試食を用意して、板

ずりや皮むきなど簡単な作り方を実演しました。 

約半数の方が、自分で“ふき”を購入したことがあるとのことでしたが、誰でも簡単

につくれる“ふきご飯”を提案し、“ふき”により親しんでいただけたと思います。 

 

 マイスターの方々は、一方では自らが講師となって料理教室や講習会など、様々な場

面で情報を発信しています。ワークショップでも一生懸命に勉強しよう、身につけよう

という姿勢が強く感じられました。終了後も「愛知県の農家の真剣な取り組みがよくわ

かった。」と評価も上々で、「次回は何をやりましょうか？」とのオファーも。 

一つのきっかけで繋がった“ご縁”で実現した企画でしたが、今後も是非続けていき

たいと考えています。 



西日本情報

園芸農産課

燃油価格高騰に伴い省エネ設備の導入支援が実施されました

施設園芸の暖房用に使われるＡ重油の農家売渡し価格(１ 当たり税込み)は、平成16年
１月に37.0円であったものが、20年８月には122.6円と高騰しました。21年４月には49.9
円と低下しているものの施設園芸における生産コストが大きく上昇し、農家経営が強く圧
迫されました。このため、平成20年度は燃油価格高騰に伴う省エネルギー設備の導入支援
等を積極的に実施しました。

１ 県による省エネルギー設備の導入支援
県では、平成19年度から県単独補助事業で「省
エネルギー化推進産地整備事業」を開始し、20
年度には予算枠の拡充、採択要件の緩和などを
行い、燃油使用量の１割以上低減に取り組む省
エネルギー設備の導入や、品目転換を行う地区
への支援を実施しました。

作目別実績 農家からの要望が多い「循環扇」

区 分 野菜 果樹 花き 計
循 環 扇 429台 123台 584台 1,136台
多段式サーモ 49台 7台 28台 84台
排熱回収装置 1台 － 3台 4台
三重カーテン 17,367㎡ 29,743㎡ 23,541㎡ 70,651㎡
空気膜被覆 － 2,700㎡ － 2,700㎡
品目転換設備 ハウスみかん→ブルーベリー 1,560㎡

２ 国の燃油・肥料高騰緊急対策によるヒートポンプの導入支援
国では補正予算により、各都道府県に農業者団体と県等からなる協議会を設置し、ヒ
ートポンプ等の導入を通じて燃油使用量を２割以上低減する取組を行う農業者組織に助
成する対策等が実施されました。 本県では、平成20年11月14日に農業関係団体び県で
構成する「愛知県肥料・燃油高騰対策推進協議会」を設置し、ヒートポンプの導入を支
援しました。



作目別実績
区 分 野菜 果樹 花き 計

ヒートポンプ 54台 17台 105台 176台

３ （独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（通称「ＮＥＤＯ」）による
ヒートポンプ等の導入支援
ＮＥＤＯは、経済産業省の事業により省エネルギー効果の高い設備導入を支援してお
り、農業ではヒートポンプの導入や既設の暖房機をエネルギー効率の高いもの（高効率
暖房機）に代替する事業を実施しました。ヒートポンプの導入については、本県での導
入台数が全国の約４割を占めました。
作目別実績

区 分 野菜 果樹 花き 計
ヒートポンプ 53台 62台 360台 475台
高効率暖房機 6台 3台 7台 16台

４ (社)日本施設園芸協会によるヒートポンプ等の導入支援
日本施設園芸協会は、農林水産省の事業により施設園芸農家を対象に多層カーテンと
組み合わせたヒートポンプのモデル導入を支援しました。
作目別実績

区 分 野菜 花き 計
ヒートポンプ 30台 67台 97台
内張カーテン 10,103㎡ 16,127㎡ 26,320㎡

５ ＪＡグループ愛知の対策
ＪＡグループ愛知は、平成20年８月28日に農業生産資材価格高騰に対する緊急支援対
策を発表し、そのうち原油価格高騰対策として、重油価格への補てん、省エネルギー機
器・資材の導入に対する助成、軽油価格高騰に伴う出荷物輸送運賃値上げの延期などを
実施しました。
省エネルギー機器・資材の導入に対する助成（作目別実績）
区　　分 野　　菜 果　　樹 花　　き 計

ヒートポンプ 71台 5台 73台 149台
循環扇 1,401台 58台 851台 2,310台
排熱回収装置 5台 － － 5台
天井カーテン 22,485㎡ － 21,217㎡ 43,702㎡
空気膜被覆 5,416㎡ 80,000㎡ － 85,416㎡
サイドカーテン 655,515㎡ 232,700㎡ 526,565㎡ 1,414,780㎡



 

 

 

 

       東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

東京丸の内フラワーウィークス２００９ －花薫る、丸の内－ 

 
東京駅の人通りもまばらになった平成２１年４月２１日午前０時、 

駅に近接する丸の内ビルでは、日本最大級の花の祭典の準備が慌 

ただしく進められています 
昨年始まった丸の内フラワーウィークスが、

今年は「ジャパンフラワーフェスティバル２

００９in 東京丸の内」も併催して開催（4/21
～4/26）されました。昭和３７年から連続して
花き産出額全国１位を誇る愛知県は、愛知県

花き温室園芸組合連合会、JA あいち経済連、
JA愛知みなみで組織する「JFF2009あいち」
と、東京を中心に店舗展開を図る「青山フラ

ワーマーケット」とのコラボレーションによ

り、「きくや inあいち」と題してキクの展示を行いました。 
同日午前１０時からの開会式では、実行委員長から「コンセプトは“都市に美しい

花や緑を”。東京の玄関である丸の内で花と緑の都市空間を作り出すことは、新たな

提案を生み出すきっかけとなる。」と挨拶があり、来賓の高円宮妃殿下からは「花と

緑のすばらしさを都会に住む人々に認識してもらう良い機会」とお言葉がありました。 
一般公開が始まると、ちょうどお昼時ということもあ

って周辺のオフィスビルや観光客など大勢の来場者が

訪れ、会場内は大賑わい。今年の「JFF2009あいち」の
ブースはキクに特化し、「キクの生産日本一」をアピー

ル。カラフルな展示内容に、来場者からは「キクだとは

思わなかった。」、「愛知が日本一の産地なんだ」といっ

た声が聞かれ、カメラを取り出して写真を撮る人や、展

示された花をバックに記念写真を撮る観光客も見られ

ました。 
また、デザインを担当した青山フラワーマーケットは、

アイスクリームカップに似た容器を使った展示（右写

真）を行い、切り花を気軽に家庭で楽しむ方法を提案しました。「これなら気軽でい

いね。」という来場者も多く、今後の販売にも活かされることでしょう。 
花き業界でも“不景気”という言葉が当たり前になってしまった厳しい状況ですが、

各ブースとも「少しでも気軽に家庭で花が使われるように」という願いが込められた

展示内容になっている感じを受けました。 

フラワーページ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：みつば）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ６５ ６３ ３０３ ２９９ 静岡 ( ２％)
(９７％)

２１年見通し ６３ ６１ ２８０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

みつばは水耕栽培で周年栽培されるが、 土用丑や年末年始などのイベント時のみに
春・秋は品質が良い時期であり入荷は安定 消費が集中しており、若年層の消費が減少し
している。 ている。
価格の低迷に伴い、作付は年々減少が続 旬の３月から６月の需要が少ないため、こ
いており、今年も同様の傾向である。 の時期におひたし等の試食宣伝等をして、日
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 常の消費を促すことが必要である。
をかなり下回る見込み。 出荷時の入り数が、３０入りの場合と２０

入りの場合があるので、統一してほしい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ペコロス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ２０ １８ ５４９ ５４７ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ( ９％)
(８９％) 静岡 ( １％)

中国 （ １％）
２１年見通し １７ － ６００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

北海道からの入荷は３月でほぼ終了。４ ペコロスは業務向けを中心に安定した需要
月上旬からは本県産の入荷が始まり、下旬 がある。玉揃いは良いので、需要の多いＭ玉
かけて本格化するも、ここ数年作付け面積 を中心として正確に選果してもらい、安定出
の減少傾向が続いており、入荷量はやや少 荷をお願いしたい。愛知県産に依存している
なくなる見込み。 品目であるため、入荷量が現状より少なくな
全体の入荷量は前年をやや下回り、価格 ると価格高騰の原因となり顧客離れにつなが
は前年をわずかに上回る見込み。 るので産地規模の維持に努めて欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の５月の見通し

４月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ３９，３３９ 175 184 215 愛知        29%
１７年 ４０，７０１ 185 174 177 北海道      9%
１８年 ４１，８９０ 207 185 207 茨城        8%
１９年 ４０，５０４ 204 192 180 長野        7%
２０年 ４０，６５８ 183 200 191

５ ヵ年平均 ４０，６１８ － － －

２１年見通し ３９，７０７ － － －

２，５１１ 69 63 88 愛知 88%
１７年 ２，６９３ 73 65 86 茨城 3%
１８年 ２，８０２ 94 69 117 千葉 3%
１９年 ２，２９０ 80 80 86 鹿児島 2%
２０年 ２，４１１ 85 100 82

５ ヵ年平均 ２，５４１ 80 75 92

２１年見通し ２，４００ 80 80 80

１６年 ２，８２５ 144 116 91 徳島 68%
１７年 ２，８７１ 121 113 108 岐阜 24%
１８年 ２，５５６ 174 167 175 熊本 5%
１９年 ２，７３６ 155 132 105 愛知 1%
２０年 ２，２５２ 200 233 181

５ヵ年平均 ２，６４８ 157 148 129

２１年見通し ２，５００ 160 150 140

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９２
１７９
１９９
１９１
１９１

だ
　
い
　
こ
　
ん

７２
７４
９１
８２
８８

８１

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９０

１９４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　地元愛知と北海道、レタス等の入荷が増
える茨城、長野からの入荷が中心となる。
根菜は出荷ばらつく。葉ものは４月上旬の
干ばつにより生育遅れ気味、果菜は気温上
昇とともに入荷安定する見込み。
入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年並となる見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　地元愛知からの入荷とが中心となる。千
葉、茨城は減少。干ばつの影響からか生育
が悪く、進ちょく悪い。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１４
１１３
１７２
１２８
２０２

１４３

　前月に引き続き徳島からの入荷が中心
で、岐阜からの入荷も始まる。４月の好天
により作況良いが、今後は雨により入荷の
ばらつきが予想される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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東京都中央卸売市場

４月２０日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 １３９，９２４ ２０７ 198 195 227 千葉 18％
１７年 １４１，２５２ １９６ 203 198 189 茨城 15％

野 １８年 １４３，６６７ ２１７ 226 201 225 佐賀 8％
１９年 １４３，２２３ ２０７ 228 195 197 埼玉 5％
２０年 １４１，５９５ ２１８ 217 227 211 （愛知産比率

菜 3％）
５ ヵ 年 平 均 １４１，９３２ ２０９ 214 203 210

前年及び本年の入荷
２１年見通し １４２，０００ ２０８ 212 209 203 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

入荷の中心は関東産地となり、土物類
果菜類は西南暖地からの入荷が本格化す
る。４月中旬以降、温暖で多日照な日が
続いているため生育は回復しており、概
ね順調に推移していくものと思われる。
入荷量は前年並み、価格は前年をやや

下回る見込み。

１６年 ９，７２９ ７３ 70 62 88 千葉 79％
１７年 ９，８０８ ７５ 81 68 77 茨城 8％

だ １８年 ９，８２４ ９１ 100 74 100 埼玉 3％
１９年 ９，３０２ ８５ 84 79 90 青森 3％

い ２０年 ９，５８９ ８５ 87 97 73 （愛知産比率
－％）

こ ５ ヵ 年 平 均 ９，６５０ ８２ 84 76 86
前年及び本年の入荷

２１年見通し ９，９００ ８５ 85 85 85 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

千葉からの入荷が中心となる。生育は
概ね順調で病害虫の被害もない。今後、
好天が続けば３Ｌ比率が増加し豊作傾向
となる可能性も高い。
全体の入荷量は前年をやや上回り、価

格は前年並みとなる見込み。

１６年 ８，３８４ １３０ 156 124 115 徳島 55％
１７年 ８，２６３ １２６ 132 128 119 千葉 27％

に １８年 ７，８２５ １８２ 178 177 191 埼玉 7％
１９年 ７，８２８ １４３ 156 146 131 台湾 2％

ん ２０年 ７，４８６ ２１７ 203 247 200 （愛知産比率
0％）

じ ５ ヵ 年 平 均 ７，９５７ １５８ 165 164 151
前年及び本年の入荷

２１年見通し ７，２５０ １４０ 140 145 135 量・価格の動き
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

徳島と千葉からの入荷が中心となる。
徳島は干ばつの影響で生育にばらつきが
目立つ。千葉は12月の降雨によるは種遅
れと２月の天候不順の影響でやや生育が
遅れぎみ。埼玉は生育順調。入荷量は前
年をやや下回り、価格は不作で高かった
前年を大幅に下回る見込み。



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ２，４６４ 80 74 88 茨城 67%
１７年 ２，２９７ 66 66 69 長野 19%
１８年 ２，７２６ 106 103 108 愛知 13%
１９年 ２，３６４ 87 68 77
２０年 ２，４５６ 71 84 73

５ ヵ年平均 ２，４６１ 83 80 84

２１年見通し ２，４００ 90 70 80

１６年 ３，７７９ 76 57 76 愛知 57%
１７年 ３，６４８ 101 102 86 茨城 20%
１８年 ４，０８８ 105 93 111 兵庫 11%
１９年 ３，７３５ 114 109 89 三重 4%
２０年 ４，０１３ 82 82 60

５ ヵ年平均 ３，８５３ 96 88 85

２１年見通し ３，８００ 100 90 80

１６年 ２９７ 456 442 676 岐阜 81%
１７年 ２７４ 336 544 479 愛知 9%
１８年 ３０８ 478 421 509 長野 4%
１９年 ３０７ 510 562 524
２０年 ３０９ 520 528 463

５ ヵ年平均 ２９９ 463 499 530

２１年見通し ３００ 500 500 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　前月に引き続き愛知を中心に、茨城、兵
庫からの入荷が増加する。４月の干ばつで
生育が遅れ、小玉傾向。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年度を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に、長野、愛知から入荷す
る。４月上旬の干ばつにより小玉傾向で、
入荷も少ない。愛知は病害虫の発生がなく
生育は順調。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年をやや上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

６９
９６

１０２
１０３
７４

８９

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

８１
６７

１０６
７８
７６

８２

８０

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知から、岐阜中心に切り替わ
る。岐阜は４月から出そろい、５月初旬に
ピークを迎える。作付面積は前年より増加
の見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みとなる見込み。
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う

５２１
４５１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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（愛知産比率）
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東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ６，７５１ ５２ 54 47 56 茨城 92％
１７年 ６，６４６ ４３ 45 42 43 長野 6％

は １８年 ６，５０２ ８３ 93 81 76 群馬 1％
１９年 ５，８２６ ５２ 65 42 51

く ２０年 ６，０９６ ５４ 49 63 52 （愛知産比率
0％）

さ ５ ヵ 年 平 均 ６，３６４ ５７ 61 55 56
前年及び本年の入荷

２１年見通し ６，１００ ６０ 70 58 52 量・価格の動き
い

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城からの入荷が中心となり、長野か
らの入荷も始まってくる。茨城の生育は
３月の天候不順で一旦遅れたが、その後
の天候回復で概ね平年並みの作柄となっ
ている。長野の生育は概ね順調である。
入荷量は前年並みで、価格は前年をか

なり上回る見込み。

１６年 １７，２４３ ６６ 69 55 76 千葉 41％
１７年 １６，０８６ ９１ 88 100 87 神奈川 28％

キ １８年 １８，３９２ ８５ 88 70 98 茨城 14％
１９年 １６，１３９ ９０ 98 90 82 愛知 11％

ャ ２０年 １６，８００ ７２ 75 84 59 （愛知産比率
11％）

ベ ５ ヵ 年 平 均 １６，９３２ ８１ 84 80 80
前年及び本年の入荷

２１年見通し １７，９００ ７５ 75 75 75 量・価格の動き
ツ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

千葉、神奈川を中心とした関東産地か
らの入荷が中心となる。千葉は降雨によ
るは種の遅れがあったが現在、生育は概
ね順調。神奈川の生育は４月の降雨で概
ね回復。愛知はＧＷ後に夏キャベツが増
加する見込み。入荷量は前年をやや上回
り、価格は前年をやや上回る見込み。

１６年 １，５８２ ４８１ 447 380 623 群馬 32％
１７年 １，５２４ ３９１ 354 426 393 茨城 18％

ほ １８年 １，８４５ ３５８ 401 302 387 埼玉 18％
１９年 １，５４８ ３９８ 393 412 391 岩手 18％

う ２０年 １，７２７ ３９３ 417 438 340 （愛知産比率
0％）

れ ５ ヵ 年 平 均 １，６４５ ４０３ 402 392 427
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，７６０ ３８０ 320 400 420 量・価格の動き
ん

産地状況と
そ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

う 群馬、埼玉の関東産地に加えて岩手か
らの入荷が始まる。群馬の生育は４月前
半の干ばつの影響からやや遅れ気味。茨
城は一部地域を除き概ね順調。埼玉の生
育も概ね順調。岩手の生育は天候に恵ま
れ品質が良好。全体の入荷量は前年並み、
価格は前年をやや下回る見込み。



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ９２０ 342 345 314 愛知 40%
１７年 ８８９ 329 314 320 鳥取 13%
１８年 ８６０ 353 365 340 大分 12%
１９年 ９１７ 344 337 359 埼玉 6%
２０年 ８７６ 414 422 412

５ ヵ年平均 ８９２ 356 356 349

２１年見通し ９００ 330 320 300

１６年 １，８２７ 130 120 194 長野 60%
１７年 １，８９０ 138 116 113 兵庫 32%
１８年 ２，３６３ 201 124 161 茨城 5%
１９年 １，９９５ 303 199 183 愛知 2%
２０年 ２，１３４ 107 111 112

５ ヵ年平均 ２，０４２ 177 134 152

２１年見通し ２，１００ 200 160 120

１６年 ２，２４１ 144 177 338 愛知 31%
１７年 ２，４５３ 118 160 125 埼玉 20%
１８年 ２，３１６ 166 233 276 高知 12%
１９年 ２，３９８ 198 204 179 群馬 12%
２０年 ２，４０７ 181 237 157

５ ヵ年平均 ２，３６３ 161 202 212

２１年見通し ２，３００ 180 230 160

品
目
名

３５４
３４７
４１６

３５４  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　秋冬ものは終了し、愛知も終了する。白
ねぎも産地は関東産から鳥取、大分に移行
する。作柄は良好で、安定した入荷が見込
まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１４６
１２３
１５８
２２８
１１０

１５３  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春レタスの残量と長野が重なり、安定し
た入荷が見込まれる。兵庫・淡路産の作付
けが後付傾向で、年々、重なる時期が長く
なっている。
　入荷量は前年並みで、価格は安かった前
年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に埼玉、群馬などから入荷す
る。産地は西から北関東へ切り替わる。愛
知、高知、宮崎は終了へ。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに上回る見込み。

１８８

　　　　区分
実績
と見通し
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東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ４，３９８ ２７３ 294 255 271 茨城 36％
１７年 ４，３１８ ２３５ 251 230 227 千葉 32％

ね １８年 ４，３３９ ２７３ 283 265 273 埼玉 16％
１９年 ４，４６１ ２５４ 273 224 262 中国 5％
２０年 ４，３７３ ３８０ 382 438 334 （愛知産比率

－％）
５ ヵ 年 平 均 ４，３７８ ２８３ 297 282 273

前年及び本年の入荷
２１年見通し ４，４５０ ２５０ 200 250 300 量・価格の動き

ぎ
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城、千葉などの関東産地からの入荷
が中心。茨城の生育は順調で、肥大も良
好である。千葉の生育も順調。埼玉は春
ねぎの終盤であるが暖冬の影響で肥大が
良好。
入荷量は前年並みで、価格は前年を大

幅に下回る見込み。

１６年 ７，４４９ １４３ 127 117 184 長野 41％
１７年 ７，６２２ １１８ 138 116 103 茨城 33％

レ １８年 ７，９８４ １５０ 176 120 159 群馬 16％
１９年 ７，０５４ ２０２ 266 177 164 兵庫 4％
２０年 ８，３３９ １０４ 97 110 107 （愛知産比率

タ 0％）
５ ヵ 年 平 均 ７，６９０ １４２ 161 128 143

前年及び本年の入荷
２１年見通し ８，２００ １２０ 120 120 120 量・価格の動き

ス
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城などの関東産地に加えて長野から
の入荷が始まる。茨城は順調な生育であ
るがやや小玉傾向。長野、群馬は４月前
半の低温・干ばつの影響で生育が停滞し
たがその後の天候回復で作柄は概ね順
調。入荷量は前年並み、価格は前年をか
なり上回る見込み。

１６年 ７，９０８ ２２７ 161 177 346 埼玉 33％
１７年 ８，６８９ １４１ 128 182 121 群馬 19％
１８年 ８，２２４ ２２７ 183 240 266 千葉 13％

き １９年 ８，７０１ ２０７ 220 207 195 茨城 13％
２０年 ８，３６８ ２００ 195 276 155 （愛知産比率

ゅ 0％）
５ ヵ 年 平 均 ８，３８２ ２００ 177 216 217

前年及び本年の入荷
う ２１年見通し ８，５００ ２０５ 210 205 200 量・価格の動き

産地状況と
り 入荷量及び卸売価格の概況見通し

４月に続き関東産地からの入荷が中心
となる。埼玉は４月の好天により生育順
調。群馬も生育順調である。千葉は越冬
にかわり夏タイプの出荷に切りかわる。
茨城は生育順調ながら病害が多発しやや
減少。入荷量は前年並み、価格は前年を
わずかに上回る見込み。



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，３５１ 214 234 321 愛知 46%
１７年 １，５５３ 233 211 245 熊本 42%
１８年 １，２９２ 285 230 316 宮崎 6%
１９年 １，４７１ 289 248 229 高知 4%
２０年 １，３８９ 275 281 280

５ ヵ年平均 １，４１１ 259 240 276

２１年見通し １，４００ 260 270 280

１６年 １，９２５ 248 225 199 愛知 34%
１７年 １，７９７ 306 252 228 熊本 34%
１８年 １，８５８ 326 193 259 三重 16%
１９年 ２，０９０ 262 199 207 岐阜 12%
２０年 １，８４９ 250 237 218

５ ヵ年平均 １，９０４ 277 220 222

２１年見通し １，８６０ 300 200 250

１６年 ３６０ 422 468 454 愛知 49%
１７年 ４０１ 496 431 437 熊本 42%
１８年 ３９５ 545 433 457 和歌山 8%
１９年 ４３１ 503 466 434
２０年 ４４３ 463 436 459

５ ヵ年平均 ４０６ 487 446 448

２１年見通し ４２０ 500 440 430

な
　
　
　
　
す

２５５
２３１
２７５
２５５
２７９

２５８  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に、宮崎、高知などか
ら入荷する。愛知は千両、熊本は長なす。
天候不順で出荷不安定だったが、今後は安
定する見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み

ト
　
　
マ
　
　
ト

２２３
２５８
２５４
２２２
２３５

２３８  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　２～３月の曇天の影響で樹勢が弱く、病
害虫の発生も多い。平年に比べて数量減る
見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４４７
４５３
４７９
４６７
４５４

４６０  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２～３月の曇天の影響で樹勢が弱く、病害
虫の発生も多い。４月の生育遅れが５月の
入荷へ移行。気温上昇とともに中旬以降入
荷が増える見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みとなる見込み

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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東京都中央卸売市場 ※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ５，０２３ ２９８ 258 282 349 高知 39％
１７年 ５，４８０ ２５５ 257 261 249 福岡 24％

な １８年 ４，８１９ ３０７ 308 272 347 群馬 14％
１９年 ５，２３４ ２７５ 308 266 254 栃木 5％
２０年 ４，５８１ ３３５ 337 358 319 （愛知産比率

0％）
５ ヵ 年 平 均 ５，０２７ ２９２ 294 288 304

前年及び本年の入荷
２１年見通し ４，６００ ３２０ 320 320 310 量・価格の動き

す
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

高知を始めとする西南暖地中心の入荷
となる。高知、福岡ともに気温が上昇し
晴天に恵まれたため生育と着果は良好で
ある。群馬の生育も概ね順調である。
入荷量は前年並みで、価格は前年をや

や下回る見込み。

１６年 ９，９８２ ２３０ 256 236 205 栃木 19％
１７年 ９，３５７ ２６７ 299 279 234 熊本 17％

ト １８年 ９，４１１ ２８２ 337 234 280 愛知 12％
１９年 １０，０５６ ２５１ 290 212 249 千葉 10％
２０年 ９，１４９ ２７０ 284 287 246 （愛知産比率

マ 12％）
５ ヵ 年 平 均 ９，５９１ ２５９ 293 250 243

前年及び本年の入荷
２１年見通し ９，４００ ２７０ 320 270 220 量・価格の動き

ト
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

関東産地と熊本からの入荷が中心とな
る。各県産地ともに２～３月の日照不足
の影響で生育が遅れ、小玉傾向にあった
が、ここにきて大玉果比率も上がり、生
産状況は良好になりつつある。
入荷量は前年をわずかに上回り、価格

は前年並みの見込み。

１６年 １，２７２ ４０９ 378 420 429 愛知 30％
１７年 １，３１８ ４１５ 446 416 388 熊本 27％

ミ １８年 １，３７６ ４４９ 491 403 452 千葉 12％
１９年 １，５０１ ４３４ 498 415 392 宮崎 9％

ニ ２０年 １，５０５ ４２８ 424 423 435 （愛知産比率
30％）

ト ５ ヵ 年 平 均 １，３９４ ４２８ 447 415 419
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，５００ ４５０ 460 440 450 量・価格の動き
マ

産地状況と
ト 入荷量及び卸売価格の概況見通し

愛知、千葉と熊本を始めとする西南暖
地中心の入荷となる。各県産地とも天候
不順による草勢低下で着果は小玉傾向と
なっている。愛知県はＧＷ、熊本と千葉
はＧＷ以降に入荷量が安定する見込み。
全体の入荷量は前年並み、価格は前年

をやや上回る見込み。



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ９０９ 186 205 217 宮崎 47%
１７年 ９５１ 245 213 202 鹿児島 26%
１８年 ８８６ 346 247 265 高知 23%
１９年 ８９１ 332 259 195 茨城 4%
２０年 ８１８ 366 289 254 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８９１ 293 241 226

２１年見通し ８００ 350 300 250

１６年 ３，７６３ 141 156 153 長崎 57%
１７年 ３，８３１ 232 157 129 鹿児島 24%
１８年 ４，９５６ 140 125 118 北海道 15%
１９年 ４，３４９ 141 119 92 熊本 2%
２０年 ４，３７４ 112 121 129 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，２５４ 151 134 123

２１年見通し ４，３００ 130 120 110

１６年 ５，８２９ 62 70 72 愛知 51%
１７年 ６，２０４ 77 71 61 北海道 37%
１８年 ６，０１１ 75 71 69 兵庫 6%
１９年 ５，８２７ 55 44 41 佐賀 3%
２０年 ６，５０２ 57 54 55

５ ヵ年平均 ６，０７４ 65 62 60

２１年見通し ６，０００ 60 60 60

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２０２
２１８
２８１
２５３
２９６

２４８  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　４月に引続き、宮崎、高知、鹿児島から
の入荷が中心で、茨城からの入荷始まる。
今年は高値での販売が続いたが、平年並み
に安定する見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みとなる見込み

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１５０
１６４
１２６
１１５
１２０

１３４  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島は終盤で中旬まで、ＧＷでも半分
を占める。中旬からは長崎に切り替わる。
サイズはＬが７割。メークインは熊本中
心、中旬より長崎に。
　入荷量、価格とも前年並みとなる見込み

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６８
６９
７２
４７
５５

６２  前年及び本年の

６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に、北海道などからの入荷と
なる。北海道は前年産の貯蔵もの。愛知、
兵庫は新もの。愛知の作況は順調で、大玉
傾向。北海道、兵庫も順調で、５月中旬か
ら入荷予定。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み
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東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(%)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ２，６０６ ２３２ 220 214 262 茨城 75％
１７年 ２，６６１ ２２８ 244 234 200 高知 10％

ピ １８年 ２，６８０ ３３９ 365 301 354 宮崎 10％
１９年 ２，８０３ ２９６ 368 246 268 鹿児島 5％ー

２０年 ２，４６３ ３５２ 387 383 303 （愛知産比率
0％）

マ ５ ヵ 年 平 均 ２，６３８ ２８８ 317 276 277
前年及び本年の入荷

２１年見通し ２，４００ ３５０ 380 350 320 量・価格の動き
ン

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

茨城からの入荷が中心となる。茨城の
生育は一部の作型を除き概ね順調で着
果、肥大も良好である。高知は３月以降
草勢も回復し順調である。宮崎は草勢の
回復がやや遅れている。
全体の入荷量は前年をわずかに下回

り、価格は前年並み。

１６年 １０，０８１ １４８ 134 150 157 長崎 53％
１７年 ９，５６３ １６６ 209 166 138 鹿児島 20％

ば １８年 １０，９１７ １２８ 133 120 132 北海道 18％
１９年 １０，６０８ １１６ 128 121 101 静岡 4％

れ ２０年 １０，６９７ １２１ 118 117 127 （愛知産比率
0％）

い ５ ヵ 年 平 均 １０，３７３ １３５ 144 135 131
前年及び本年の入荷

２１年見通し １０，５００ １２５ 135 120 120 量・価格の動き
し

産地状況と
ょ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道の貯蔵量は前年に比べ少なく、
九州産地からの入荷が中心となる。長崎
は生育前半の降雨が影響し４～５日遅れ
できている。鹿児島の生育は前進傾向に
あるが、代わって静岡産が出回り始める。
入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回る見込み。

１６年 １３，２５８ ８４ 77 85 89 佐賀 66％
１７年 １３，７２５ ８６ 95 88 76 兵庫 8％

た １８年 １５，２１２ ８４ 90 84 80 千葉 5％
１９年 １５，７６８ ５３ 56 55 49 北海道 4％

ま ２０年 １５，１６２ ７２ 70 70 76 （愛知産比率
3％）

ね ５ ヵ 年 平 均 １４，６２５ ７５ 78 76 74
前年及び本年の入荷

２１年見通し １４，０００ ８０ 80 80 80 量・価格の動き
ぎ

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

北海道の貯蔵ものは４月でほぼ終了。
佐賀からの入荷が中心となる。佐賀は

冬期から続く天候不順の影響で小玉傾向
にある。兵庫はほぼ平年並みの生育に回
復しているが昨年より小玉傾向。
入荷は多かった前年をかなり下回り、

価格は前年をかなり上回る見込み。



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １７，０３８ 279 265 260 熊本 29%
１７年 １６，１１０ 303 284 267 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 20%
１８年 １１，９９６ 331 312 313 ｱﾒﾘｶ 12%
１９年 １１，８６８ 351 337 327 青森 11%
２０年 １１，２０２ 317 310 331 （愛知産比率 10%)

５ ヵ年平均 １３，６４３ － － －

２１年見通し １１，０００ － － －

１６年 ３２８ 423 385 341 熊本 54%
１７年 ２８２ 576 417 350 茨城 46%
１８年 ２４７ 507 442 392
１９年 ３１１ 373 368 392
２０年 ２３１ 439 436 409 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２８０ 460 406 374

２１年見通し ２２０ 430 400 380

１６年 ２，６２３ 201 199 172 熊本 84%
１７年 ２，４０５ 263 205 169 愛知 16%
１８年 ２，２３２ 218 208 199
１９年 ２，０３１ 216 218 192
２０年 ２，０９６ 217 208 193

５ ヵ年平均 ２，２７７ 223 207 184

２１年見通し ２，０００ 220 200 180

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に、高知からも入荷。熊本は
上旬がピークで、その後は月末にかけて減
少する見込み。愛知は早い産地で中旬から
あるが、本格出荷は下旬以降になる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み

す
　
　
い
　
　
か

１９１
２０６
２０８
２０７
２０６

２０３

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、茨城。熊本は５月上旬に
ピークを迎える。茨城は早い出荷が減り、
５月上旬以降増加する見込み。大玉傾向。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ア
　
ン
　
デ
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

３７４
４２２
４４２
３７７
４２７

４０５

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　イチゴは終了に向かい、スイカ、メロン
類中心の入荷となる。ぶどう、桃は、加温
時期を遅らせたため入荷は遅れ気味。おう
とうは、山梨で生育順調、山形は天候不順
で受粉心配な状況。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。

果
　
　
実
　
　
計

２６８
２８４
３１９
３３８
３２０

３０１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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東京都中央卸売市場

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／㎏

品 区 分 入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地(％)
目 実績
名 と見通し 上 旬 中 旬 下 旬 （愛知産比率）

１６年 ３６，６２２ ３２５ 342 327 310 熊本 23％
１７年 ３５，１２８ ３５３ 387 344 334 青森 13％

果 １８年 ３４，７４７ ３４６ 372 336 335 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 13％
１９年 ３１，３５５ ３８６ 409 377 374 茨城 12％
２０年 ３２，３２１ ３５５ 357 352 356 （愛知産比率

実 1％）
５ ヵ 年 平 均 ３４，０３５ ３５３ － － －

前年及び本年の入荷
２１年見通し ３１，０００ ３５０ － － － 量・価格の動き

計
産地状況と

入荷量及び卸売価格の概況見通し

すいか、メロン、りんご中心におうと
う、みかんなどハウスものが入荷する。
おうとうやびわは天候も良く生育が前

進傾向にあり、順調な入荷が見込まれる。
全体の入荷量は前年をやや下回り、価

格は前年並みとなる見込み。

１６年 １，８５１ ４５２ 473 414 368 茨城 79％
１７年 １，５９３ ４４３ 306 544 743 熊本 21％

ア １８年 １，２７２ ４３９ 527 454 400
１９年 １，６５５ ４０９ 396 397 425

ン ２０年 １，１５４ ４３７ 434 449 432 （愛知産比率
-％）

デ ５ ヵ 年 平 均 １，５０５ ４３６ － － －
前年及び本年の入荷

２１年見通し １，０５０ ４５０ 500 450 450 量・価格の動き
ス

産地状況と
メ 入荷量及び卸売価格の概況見通し

ロ 主力産地が熊本から茨城に移行する。
茨城の作付面積はやや減少。開花時期の

ン 天候が悪く、生育は遅れている。品質・
肥大も悪く割れも散見されるも、下旬に
向かい回復する見込みである。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

前年をわずかに上回る見込み。

１６年 ６，８９３ ２１３ 221 228 195 熊本 68％
１７年 ６，０４６ ２３４ 306 234 193 千葉 17％

す １８年 ６，４１５ ２２７ 248 222 216 茨城 10％
１９年 ６，８４１ ２３０ 243 235 217 群馬 5％
２０年 ６，５７１ ２２７ 239 231 216 （愛知産比率

0％）
５ ヵ 年 平 均 ６，５５３ ２２６ － － －

前年及び本年の入荷
い ２１年見通し ６，１００ ２２０ 230 220 210 量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

熊本中心に千葉、茨城から入荷する。
か 熊本は天候に恵まれ生育は2～3日前進し

ているが、作付け面積の減少もあり入荷
は前年をやや減少する見込み。千葉のハ
ウスものは生育が遅れており小玉傾向。
入荷量は前年をかなり下回り、価格は

前年をやや下回る見込み。



切　花　・　鉢　花　の　５　月　の　見　通　し

　切　花（地方卸売市場ヤマヱ生花市場　　４月２４日現在）

１６年 ８６３ ３６
実 １７年 ９２４ ４５

１８年 ９３７ ３５
績 １９年 ８８１ ３５

２０年 ９３３ ４０

９０８ ３８

９４０ ４０

概
　
要

１６年 ５８５ １８
実 １７年 ５８０ ２４

１８年 ４７０ ２５
績 １９年 ５７３ １９

２０年 ５８５ ２２

５５９ ２１

５９０ ２２

概
　
要

１６年 １，０３５ ３５
実 １７年 ８８３ ３８

１８年 ９０８ ４８
績 １９年 ８４４ ４５

２０年 ８５４ ４０

９０５ ４１

８８０ ４２

概
　
要

１６年 １２８ ６７
実 １７年 １７４ ５３

１８年 １７４ ４２
績 １９年 １３６ ４６

２０年 １３６ ４５

１５０ ５０

１３５ ４５

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知中心の入荷。生育は順調もやや遅れ気味に推移。４月後半から５月前半にかけ増加
に転じて以降入荷は順調に。価格は業務需要により白ギクの動きはそこそこと思われる
が、黄キクは需要少なく動きは鈍いと予想される。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、長野、和歌山等から入荷。全体的に遅れ気味に推移しているため、「母の日」前
は入荷が少量であるが、以降は増加する見込み。価格は上旬母の日需要で赤系を中心に荷
動きは活発だが、中下旬は苦しい展開が予想される。

５ヶ年平均

　愛知、奈良、沖縄等から入荷。沖縄は中旬以降は減少し、主力産地は奈良、愛知近郊に
移行する。生育は順調で前年並みの入荷となる見込み。需要が少ないため、苦しい価格展
開が予想される。

５ヶ年平均

２１年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２１年見通し

和歌山、熊本、高知を中心だが、後半は高冷地の北海道、福島からも少量入荷する。価格
は上旬母の日需要で下位等級を中心に引き合いが強まる。中旬以降は品質の低下もあり苦
しい展開が予想される。

単位：千本、円／本
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１６年 ２０６ １４０
実 １７年 １８８ １６９

１８年 １９６ １８６
績 １９年 １６４ １６６

２０年 １８２ １５６

１８７ １６３

１８５ １６０

概
　
要

１６年 ２７８ ７４
実 １７年 ２８９ ７２

１８年 ２６９ ８６
績 １９年 ２３３ ７８

２０年 ２９５ ６４

２７３ ７４

２９０ ７０

概
　
要

１６年 ４５７ ５７
実 １７年 ４７６ ５５

１８年 ４７１ ６３
績 １９年 ３７７ ６５

２０年 ３８８ ６３

４３４ ６０

３８０ ６２

概
　
要

１６年 １，１１２ ３２
実 １７年 １，１３８ ３２

１８年 １，１５５ ３５
績 １９年 ９９１ ３７

２０年 ９６０ ３８

１，０７１ ３５

１，０００ ３５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２１年見通し

高知、岐阜、愛知、新潟等から入荷。オリエンタル系は生育順調で色バランスも良く、堅
調な動き。てっぽうゆりは前半は入荷が少なめだが、後半は増加し、弱めの動き。すかし
ユリはＬＡ系の増加で苦しい動きが予想される。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山と輸入ものが入荷。スタンダードは前年並みの入荷だがスプ
レーはやや減少し、全体では前年を下回る入荷が予想される。価格は、前半母の日需要に
より引き合い強く堅調だが、後半ブライダル需要あるもののやや苦しい取引展開となる。

２１年見通し

　静岡、愛知、岐阜を中心に入荷。山取りもの、栽培ものどちらも気温高の影響により前
年より入荷予想は増加する見込み。端午の節句用のしょうぶも生育は良く入荷は順調。価
格は前半動きも良く堅調も後半はやや動きが鈍く、軟調な取引展開となろう。

品
目
　　　　　区分
実績等 入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、徳島、静岡、宮崎等と輸入ものが入荷。コチョウラン、カトレアの入荷は一旦落
ち着く。デンファレは徐々に減少。オンシジウムは順調入荷、洋らん全体では前年並みの
入荷予想。価格は母の日需要により前半は良いが、後半は苦しい動きが予想される。

単位：千本、円／本
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鉢 花（愛知豊明花き地方卸売市場 ４月３日現在） 単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 59,465 534

カ 実 １７年 46,234 683

１８年 60,952 624

ラ 績 １９年 36,723 748

２０年 47,060 647

ー

５ヶ年平均 50,087 636

２１年見通し 48,000 640

概 母の日需要で入荷量は増加し、昨年以上になると予想。ピンク系の色目のはっきりして
いるものと、黄色の人気が高い。その他の色目のものは、ミックス出荷で購買意欲を高め

要 ていただきたい。昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野
（４６％）、２位新潟（２３％）、３位愛知（１６％）となっている。

１６年 63,290 2,253

フ 実 １７年 61,627 2,336

ァ １８年 81,660 2,189

レ 績 １９年 61,149 2,507

ノ ２０年 64,381 2,266

プ

シ ５ヶ年平均 66,421 2,302

ス

２１年見通し 65,000 2,200

概 母の日需要で小・中輪の入荷量は昨年以上の増加を予想。ただ、定番の大輪系はアイテ
ムから除かれたのか不安定な相場が近年続いており、逆に減少か。また近年母の日明けは

要 いずれも需要が激減し、厳しい動きとなっている。昨年５月の主要県の入荷実績は、金額
ベースのシェアで１位愛知（57％）、２位福岡（12％）、３位熊本（７％）となっている

１６年 96,370 576

ハ 実 １７年 97,251 581

イ １８年 91,436 702

ド 績 １９年 113,369 731

ラ ２０年 144,634 765

ン

ジ ５ヶ年平均 108,612 681

ア

２１年見通し 130,000 700

概 入荷量は昨年並みか。母の日需要が中心で、５号鉢以下の手頃な価格で購入できるピン
ク系の玉咲きのものに人気が集中すると思われる。母の日明けは需要が激減し、厳しい動

要 きになるであろう。昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知
（６３％）、２位群馬（１０％）、３位埼玉（９％）となっている。



単位：鉢、円／鉢

品 区 分
入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

目 実績等

１６年 38,492 340

ス 実 １７年 45,808 304

パ １８年 52,604 347

テ 績 １９年 43,811 334

ィ ２０年 49,838 280

フ

ィ ５ヶ年平均 46,111 320

ラ

ム ２１年見通し 48,000 280

概 入荷量は昨年並みか。母の日需要が中心で、中値安定とみるが、母の日明けは需要が激
減し、厳しい動きになるであろう。昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェア

要 で１位三重（４７％）、２位愛知（３９％）、３位岐阜（９％）となっている。

１６年 104,657 284

バ 実 １７年 118,996 274

ラ １８年 137,089 292

（

績 １９年 93,180 369

ミ ２０年 119,144 378

ニ

バ ５ヶ年平均 114,613 317

ラ

）

２１年見通し 115,000 350

概 入荷量は昨年並みか。母の日需要が中心で、中輪種系に人気が集中し、中値安定とみる
が、母の日明けは需要が激減し、厳しい動きになるであろう。昨年５月の主要県の入荷実

要 績は、金額ベースのシェアで１位愛知（６２％）、２位岐阜（２０％）、３位三重
（６％）となっている。

１６年 359,580 437

カ 実 １７年 343,735 427

ー

１８年 444,444 412

ネ 績 １９年 424,904 460

ー

２０年 433,670 472

シ

ョ ５ヶ年平均 401,267 442

ン

２１年見通し 430,000 450

概 入荷量は昨年並みか。ただ、４号鉢等の小鉢は増加ぎみ。新品種は少ないと思われるの
で、定番の赤・ピンクに集中か。昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで

要 １位愛知（３４％）、２位茨城（２４％）、３位福島（１１％）となっている。



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 49,279 98.8 4,790,190 92.8 97 93.9 91,645 97.1 8,691,250 86.4 95 89.0

トマト 104 74.7 28,485 61.9 274 82.8 202 68.6 55,819 54.0 276 78.8

たまねぎ 13,578 84.3 526,146 97.1 39 115.1 26,713 83.0 1,014,559 93.8 38 113.0

にんにく 1,357 97.2 89,757 67.4 66 69.4 3,211 102.2 242,135 78.3 75 76.6

ねぎ 2,425 83.0 185,475 54.3 76 65.4 4,547 74.4 361,261 51.6 79 69.4

ブロッコリー 2,136 117.3 343,879 112.4 161 95.8 3,199 94.6 541,896 93.0 169 98.3

結球キャベツ 2,433 685.1 76,921 559.0 32 81.6 4,645 620.0 144,923 485.2 31 78.3

にんじん・かぶ 2,227 145.9 105,055 127.2 47 87.2 3,809 125.3 164,892 95.6 43 76.3

ごぼう 2,303 86.6 76,867 68.9 33 79.5 5,516 89.9 181,672 73.4 33 81.6

えんどう 127 171.0 23,321 129.8 183 75.9 199 74.1 39,166 74.2 197 100.2

アスパラガス 1,768 120.1 825,765 106.1 467 88.4 2,583 110.7 1,325,522 97.0 513 87.6

まつたけ - - - - - - 0 - 470 - 5,732 -

しいたけ 755 106.4 160,341 92.1 212 86.5 1,309 85.7 282,598 76.7 216 89.5

かぼちゃ 15,950 96.0 941,042 75.1 59 78.2 27,906 103.6 1,685,966 75.4 60 72.8

果実（生鮮・乾燥） 154,307 121.5 14,293,795 103.6 93 85.3 294,314 121.7 27,811,358 101.7 94 83.5

バナナ 102,947 144.7 6,970,564 166.0 68 114.7 196,984 144.5 13,174,737 167.3 67 115.7

パイナップル 7,748 67.8 454,103 67.7 59 99.8 17,084 83.4 991,304 82.5 58 98.9

レモン 4,579 138.3 521,517 68.2 114 49.3 8,431 120.8 976,432 62.3 116 51.6

オレンジ 7,098 83.8 711,160 84.5 100 100.8 14,180 100.3 1,437,614 100.3 101 100.1

グレープフルーツ 19,251 105.4 1,840,770 94.3 96 89.5 31,564 90.4 3,064,416 79.8 97 88.2

メロン 1,425 66.5 219,455 77.1 154 116.0 3,549 76.9 460,853 79.0 130 102.8

ぶどう 994 138.2 165,962 81.3 167 58.8 1,350 179.1 240,035 107.4 178 60.0

キウイ 11 56.6 2,901 63.7 256 112.6 34 105.2 8,830 116.6 260 110.9

いちご 12 145.6 5,776 85.8 492 58.9 20 102.5 11,677 66.5 591 64.9

切花（生鮮・乾燥） 2,617 105.2 1,878,910 88.7 718 84.3 4,923 100.1 3,652,817 86.9 742 86.9

鳥獣肉類 127,978 106.6 55,111,523 97.6 431 91.5 265,526 108.4 115,539,710 101.9 435 94.0

牛肉（くず肉含む） 38,890 119.2 13,832,939 87.2 356 73.1 75,558 127.5 27,226,460 94.6 360 74.1

豚肉（くず肉含む） 56,906 97.2 29,776,642 96.7 523 99.5 118,271 100.5 61,921,615 100.0 524 99.5

鶏肉 26,036 111.2 8,272,640 139.8 318 125.7 57,225 100.7 18,708,985 128.6 327 127.8

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 110,004 84.0 64,038,653 80.7 582 96.1 268,053 89.6 140,206,020 85.6 523 95.5

まぐろ類 17,348 83.4 21,082,341 80.5 1,215 96.6 33,520 89.1 33,331,180 80.6 994 90.5

さば・さんま・あじ・いわし 6,757 85.0 1,039,102 70.7 154 83.2 34,388 98.5 6,505,532 92.6 189 94.1

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 1,787 48.4 413,680 43.5 231 89.8 5,566 52.6 1,405,399 42.9 253 81.5

うんしゅうみかん 24 60.4 10,063 59.9 414 99.1 88 62.2 51,307 89.2 581 143.5

りんご 1,729 48.1 351,820 40.5 203 84.2 5,335 52.2 1,200,721 39.8 225 76.2

なし 3 92.5 1,598 94.7 576 102.4 12 29.9 6,238 30.0 525 100.3

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 201,098 74.1 - - - - 388,754 62.0 - -

緑茶 147 138.7 245,013 103.5 1,672 74.7 266 136.7 458,970 110.2 1,725 80.6

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

２ 月 ま で の 累 計

主要農林水産物の輸出入実績 （２００９年）

品 名
２ 月



関 連 指 数 
 

 
全  国 平成17年＝100 

消費者物価指数 
愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 
年 月 総 

合 

生鮮 

野菜 

生鮮 

果物 

肉 

類 

魚介 

類 

 
項 目 

 
年 月 農産物 

総 合 

米 

 

野 菜 

 

果 実 

 

畜産物 

 

19年平均 100.3 103.1 109.3 102.7 103.1 

 
 
 
 

 

 19年平均 97.6 95.0 100.6 110.1 99.5 

20年10月 102.6 109.5 104.6 107.6 105.7  20年10月 98.2 96.3 109.7 90.1 100.8 

11月 101.7 101.8 98.6 107.4 106.2  11月 100.9 96.9 107.3 122.1 98.0 

12月 101.3 105.8 100.7 106.8 106.0  12月 101.3 97.4 110.2 120.5 99.5 

21年 1月 100.7 109.0 104.6 106.9 106.5  21年 1月 98.9 98.6 110.0 99.1 95.2 

全 

国 

2月 100.4 101.7 100.4 106.7 105.3  2月 96.5 98.6 101.3 103.2 96.3 

19年平均 100.5 100.3 111.1 100.7 103.5        

20年10月 102.8 105.9 100.9 105.7 106.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

11月 102.1 99.7 97.5 105.2 104.7  

12月 101.8 101.4 98.0 104.9 104.7  

21年 1月 101.3 104.1 103.5 104.7 103.8  

愛
知
県 

2月 100.8 94.6 100.8 103.6 101.2  

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ
ャ
ベ
ツ 

は
く
さ
い 

ね 

ぎ 

レ
タ
ス 

ば
れ
い
し
ょ 

だ
い
こ
ん 

に
ん
じ
ん 

た
ま
ね
ぎ 

き
ゅ
う
り 

 

ト
マ
ト 

生
し
い
た
け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

19年平均 2,229 147 153 589 440 269 137 295 203 530 629 206 535 

20年10月 2,198 138 199 665 512 259 179 264 178 565 689 209 － 

11月 2,183 160 142 582 437 257 128 272 194 803 678 207 453 

12月 2,208 186 132 578 545 259 137 279 184 664 699 201 428 

21年 1月 2,208 188 136 613 626 266 119 273 190 642 628 226 409 

2月 2,215 167 127 519 426 271 118 270 185 604 599 215 395 

み
か
ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ 

オ
レ
ン
ジ 

い
ち
ご 

バ
ナ
ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
） 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

ま
ぐ
ろ 

 

品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

19年平均 689 356 509 165 258 705 602 163 170 315 221 776 506 

20年10月 507 332 415 － 301 698 620 164 170 331 231 822 499 

11月 465 366 408 － 279 675 610 159 172 326 236 837 484 

12月 468 364 413 173 260 669 615 162 174 351 229 828 472 

21年 1月 554 346 389 150 256 669 610 162 166 335 228 791 485 

2月 592 338 405 148 259 650 599 158 161 328 225 785 465 
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